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研究成果の概要 

本研究では、エピタキシャル薄膜成長法、エッチング法及び転写法を融合させたフリースタンデ

ィングメンブレンの合成手法と積層技術を確立することで、これまで積層が困難であった物質群で

構成される薄膜積層構造を実現し、新しい物性を観測することを目的とする。 

La2/3Sr1/3MnO3は、ペロブスカイト型酸化物の中でも比較的高い磁気転移温度を有し、室温で強

磁性を示す。格子・電荷・スピンの自由度を活用した物性制御が可能な強相関酸化物のモデル物

質として、バルク結晶と薄膜の両方から広く研究されている。本研究では、La2/3Sr1/3MnO3 の自立

型メンブレンに着目し、その歪に対する磁気特性を調べた。パルスレーザー堆積法を用いて、

SrTiO3(001)基板上にアモルファス AlOxキャップ層(60 nm) / La2/3Sr1/3MnO3(22 nm) / Sr3Al2O6水溶

性犠牲層(22 nm)を堆積した。この積層構造を純水に浸漬し、Sr3Al2O6層のみを選択的にエッチン

グすることで、基板から剥離された AlOx / La2/3Sr1/3MnO3メンブレンの合成に成功した。X線回折を

用いた構造評価から、SrTiO3基板上の積層構造では、La2/3Sr1/3MnO3層が下部層から面内引っ張

りのエピタキシャル歪を受けているのに対し、メンブレンでは、エピタキシャル歪が完全に緩和され

ていることがわかった。剥離前後で La2/3Sr1/3MnO3層の磁気特性を評価したところ、どちらも室温で

強磁性を示すものの、La2/3Sr1/3MnO3 自立型メンブレンメンブレンでは、エピタキシャル薄膜と比較

して、室温の磁化がおよそ 2倍、強磁性転移温度が約 3 %増大していることがわかった。以上の結

果によって、本物質メンブレンの磁気特性が、外的歪の印加によって制御できることが示唆された。 
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